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主
任
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員
　
　
佐さ

藤と
う

睦む
つ

人と

資
材
活
用
技
術

防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
が

完
成
す
る
ま
で

福
島
県
の
防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
へ
の
取

り
組
み
は
、
会
津
坂
下
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
、
普
及
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、
サ

ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
侵
入
防
止

を
目
的
と
し
た
防
虫
ネ
ッ
ト
に
よ
る
被

覆
技
術
が
普
及
し
、
高
い
効
果
を
得
て

■
は
じ
め
に

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
防
虫
ネ
ッ
ト
被
覆
栽
培
（
以
下
、
防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
と
す
る
）
は
、

平
成
13
年
に
福
島
県
で
開
発
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
栽
培
方
法
で
す
。
防
虫
ネ
ッ
ト
を
全

面
被
覆
し
た
簡
易
ハ
ウ
ス
内
に
、
ミ
ツ
バ
チ
を
放
飼
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

福
島
県
の
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
で
は
、
接
ぎ
木
栽
培
が
普
及
し
始
め
た
１
９
８
０
年
代
以
降
、

株
が
突
然
萎し

お

れ
、
そ
の
後
枯
れ
て
し
ま
う
「
急
性
萎い

凋
ち
ょ
う

症
」
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
で
、
こ
の
症
状
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
媒
介
す
る
複
数
の
ウ
イ
ル
ス

に
重
複
感
染
し
た
場
合
に
発
生
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
は

完
全
な
防
除
が
困
難
な
た
め
、
急
性
萎
凋
症
は
数
年
お
き
に
県
内
で
大
発
生
し
、
そ
の
度

に
産
地
で
は
大
き
な
被
害
を
被
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
筆
者
ら
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
を
物
理
的
に
遮
断
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防

止
す
る
た
め
、
防
虫
ネ
ッ
ト
で
圃ほ

場
を
全
面
被
覆
す
る
技
術
の
開
発
を
始
め
ま
し
た
。

↑防虫ネット被覆栽培の施行例。この簡易ハウスの中にミツバチを放飼する。

い
ま
し
た
。
こ
の
方
法
を
キ
ュ
ウ
リ
に

応
用
し
た
と
こ
ろ
、
侵
入
す
る
ア
ブ
ラ

ム
シ
が
大
幅
に
減
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染

株
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
開
花
し
て
も
果
実
が
肥
大

せ
ず
に
枯
死
す
る
「
流
れ
果
」
や
、
果

実
の
尻
部
（
花
の
つ
い
て
い
る
部
分
）

が
細
い
「
尻
細
果
」
が
多
発
し
、
収
量

・
品
質
が
露
地
栽
培
よ
り
低
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
（
次
頁
写
真
１
）。

キ
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が
で
き
ま
す
。

（３）
果
実
の
外
観
向
上

受
粉
し
た
果
実
は
、
単
為
結
果
の
も

の
よ
り
果
実
が
均
一
に
膨
ら
み
、
曲
が

り
果
も
減
少
し
、
果
形
が
よ
く
な
り
ま

す
（
写
真
３
）。

た
だ
し
、
草
勢
が
弱

っ
て
い
る
場
合
に
は
、
果
実
の
尻
部
が

膨
ら
む
「
尻
太
果
」
が
増
加
し
ま
す
。

（４）
収
量
の
向
上

福
島
県
農
業
試
験
場
（
当
時
）
の
調

査
に
よ
る
と
、
防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
で
は

露
地
栽
培
よ
り
10
ａ
当
た
り
の
商
品
果

収
量
が
約
３
t
増
収
し
ま
し
た
。
こ
の

要
因
は
、
側
枝
数
が
多
く
な
り
節
数
が

増
え
る
た
め
、
果
実
が
つ
き
や
す
く
な

る
こ
と
、
傷
果
・
変
形
果
な
ど
の
規
格

外
品
が
少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（５）
農
薬
使
用
量
の
低
減

防
虫
ネ
ッ
ト
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
以
外

の
害
虫
の
侵
入
も
少
な
く
し
ま
す
。
福

島
県
内
で
最
も
使
わ
れ
て
い
る
目
合
い

１
㎜
の
防
虫
ネ
ッ
ト
で
は
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
や
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
は
一
部
侵
入
で
き

ま
す
が
、
近
年
、
果
実
へ
の
食
害
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ
は
全

く
侵
入
で
き
ま
せ
ん
。

現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
殺
虫
剤
の

使
用
回
数
は
露
地
栽
培
の
半
分
以
下
と

な
っ
て
お
り
、
農
薬
を
減
ら
す
効
果
的

な
技
術
と
い
え
ま
す
。

ュ
ウ
リ
は
、
受
粉
し
な
く
て
も
果
実
が

正
常
に
肥
大
す
る
性
質
（
単
為
結
果
性
）

を
持
っ
て
お
り
、
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
の

受
粉
媒
介
昆
虫
が
い
な
い
条
件
で
も
流

れ
果
は
あ
ま
り
発
生
し
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
に
使
用
し
た

夏
秋
作
型
用
の
品
種
は
単
為
結
果
性
が

比
較
的
弱
く
、
高
温
時
に
は
さ
ら
に
弱

く
な
る
性
質
が
あ
り
、
流
れ
果
が
多
く

発
生
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
果
実
を

人
手
に
よ
っ
て
受
粉
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

流
れ
果
は
止
ま
り
、
果
実
の
形
状
も
よ

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ
を

施
設
内
に
放
飼
し
た
と
こ
ろ
同
様
の
結

果
が
得
ら
れ
、
流
れ
果
や
尻
細
果
な
ど

の
問
題
は
解
決
し
ま
し
た
（
第
１
図
）。

防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
の
効
果
と
特
長

（１）
急
性
萎
凋
症
の
防
止

前
述
の
と
お
り
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
侵

入
が
激
減
し
ウ
イ
ル
ス
の
重
複
感
染
が

ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
た
め
、
長
年
問
題

と
な
っ
て
き
た
急
性
萎
凋
症
を
ほ
ぼ
防

止
で
き
ま
す
。

（２）
気
象
災
害
に
よ
る
損
傷
の
軽
減

防
虫
ネ
ッ
ト
に
は
風
を
遮
る
性
質
が

あ
り
、
強
風
に
よ
る
果
実
の
傷
や
枝
葉

の
損
傷
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
写
真
２
）。

ま
た
、
雹

ひ
ょ
う

害
は
完
全
に
防
止
す
る
こ
と

↓

防
虫
ネ
ッ
ト
被
覆
栽
培
（
左
）
と
露
地
栽
培
（
右
）

の
秋
の
圃
場
（
生
産
者
・
作
型
・
播
種
日
は
同
じ
）

（
大
橋
金
光
　
原
図
）。

↑受粉果（左）と未受粉果（右）の比較。品種は「Ｖロード」。

写真２写真３

↑

キ
ュ
ウ
リ
の
流
れ
果
。
単
為
結
果
性
の
弱
い
品
種

が
受
粉
し
な
か
っ
た
時
に
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が

発
生
し
や
す
い
。

写真１

ハチ無 

ハチ有 

0 100 200 300 400本／10株 

第１図　ミツバチ放飼の有無と収穫開始から30日間の規格内収穫果数（藤田、佐藤） 
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（６）
低
コ
ス
ト
の
実
現

防
虫
ネ
ッ
ト
は
繊
維
が
細
く
、
通
風

性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
風

に
よ
る
抵
抗
が
一
般
の
農
業
用
フ
ィ
ル

ム
よ
り
低
く
、
全
面
被
覆
栽
培
を
行
う

た
め
の
施
設
構
造
が
簡
易
で
、
価
格
を

安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
低
い

屋
根
が
特
徴
的
な
福
島
県
オ
リ
ジ
ナ
ル

施
設
の
価
格
は
、
10
ａ
当
た
り
50
〜
60

万
円
程
度
と
、
一
般
的
な
フ
ィ
ル
ム
を

被
覆
し
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
３
分
の
１

以
下
で
す
（
写
真
４
）。

ま
た
、
殺
虫

剤
の
使
用
量
が
少
な
く
な
る
た
め
、
農

薬
費
も
減
少
し
ま
す
。
筆
者
の
試
算
で

は
、
露
地
栽
培
よ
り
10
ａ
当
た
り
約
５

０
０
㎏
増
収
す
る
と
、
資
材
な
ど
の
導

入
コ
ス
ト
を
回
収
で
き
ま
す
。

な
お
、
防
虫
ネ
ッ
ト
栽
培
施
設
は
夏

秋
期
の
み
使
用
し
、
冬
の
間
は
ネ
ッ
ト

を
外
し
て
お
き
ま
す
。

現
地
の
導
入
状
況
と
課
題

福
島
県
農
業
試
験
場
（
当
時
）
の
技

術
支
援
や
、
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
方

法
と
し
て
県
や
市
町
村
の
補
助
事
業
に

も
適
用
さ
れ
、
県
内
で
防
虫
ネ
ッ
ト
栽

培
を
導
入
す
る
生
産
者
は
急
激
に
増
加

し
ま
し
た
（
第
２
図
）。

果
実
の
品
質

が
よ
く
農
薬
の
使
用
量
も
少
な
い
た
め
、

市
場
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
枝
葉
が
込
み
あ
い
、
整
理

に
手
間
が
か
か
る
こ
と
と
、
病
害
の
発

生
が
や
や
多
く
な
る
こ
と
な
ど
が
問
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
株
間
を
広
く
す
る
こ
と
や
耐

病
性
品
種
を
使
う
こ
と
で
、
あ
る
程
度

は
解
決
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
近
で
は
耐
病
性
を
持
っ
た
新
品
種
が

発
売
さ
れ
て
お
り
、
殺
菌
剤
の
み
に
頼

ら
な
い
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
（
写
真
５
）。

防
虫
ネ
ッ
ト
の
新
た
な
活
用
法

昨
年
開
所
し
た
福
島
県
農
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
防
虫
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
キ
ュ
ウ
リ
の
有
機
栽
培
や
、

受
粉
の
有
無
に
よ
っ
て
収
穫
量
を
人
為

的
に
調
整
す
る
技
術
の
開
発
、
さ
ら
に

は
キ
ュ
ウ
リ
以
外
の
作
物
へ
の
適
応
性

の
検
討
な
ど
、
防
虫
ネ
ッ
ト
を
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
に
応
用
す
る
試
験
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
を
単
な
る
虫

よ
け
で
は
な
く
、
農
業
用
フ
ィ
ル
ム
や

不
織
布
と
同
様
に
、
野
菜
栽
培
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
資
材
と
し
て
、

農
業
分
野
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夏秋キュウリの防虫ネット被覆栽培

↑福島県オリジナルの防虫ネット被覆栽培施設。

写真４

資材活用技術

↓

う
ど
ん
こ
病
耐
病
性
品
種「
Ｖ
ロ
ー
ド
」

（
右
）と
、
う
ど
ん
こ
病
非
耐
病
性
品
種

（
左
）。

年度 

導
入
面
積（
ha
） 

第２図　防虫ネット被覆栽培の導入面積 
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参考図　標準的な福島型防虫ネットハウスの構造 
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